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西日本豪雨で被災したかんきつ産地の再生に向けて 
 

平成 30 年７月豪雨で被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。 
復旧作業に従事されている皆さまの安全と一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。 
  

管内では松山市の島しょ部や北条・高浜地区を中心に被害が集中し、法面崩壊により数

多くのモノレール施設が損壊しました。 

主力かんきつである伊予柑の収穫開始を前に、地方局では 11月９日に「モノレール復旧

支援チーム」を設置し、ＪＡと連携して 40カ所余りの復旧支援と営農指導にあたりました。 

 
 

 
 

 
【地域農業情報－①】 

中山栗の大玉安定生産を目指して！ ～目標収量 200kg/10ａ～ 
 

 中山栗は大粒で甘く、愛媛県の「“愛“あるブランド」に認定され、全国的にも認知度が高

い伊予市の特産品です。しかし、近年生産者の高齢化などにより生産量が著しく減少してお

り、産地の維持が困難な状況になっています。このため、大玉栗の省力安定生産を目指し、

普及活動を展開しています。 

◆主な成果 12 カ所のモデル園を設置し、防除・収穫・施肥・せん定の栽培実証を行ったと

ころ、初年度の全モデル園の平均収量は 167kg/10a(前年比 156％)となりました。 

 

 

園地巡回の様子 収穫ネットによる省力化の実証 せん定講習会 

被害園地の復旧方法な
どについてアドバイス 

復旧したモノレール施設 
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【地域農業情報－②】               

夏場の葉物野菜として「レタス」の栽培を支援！ 
～高原の夏レタスで農業所得向上を～ 

 

久万高原の夏季冷涼な気象条件をいかし、夏場の「レタス」栽培に挑戦し、地元直売所に

おける夏野菜の品揃えを増やすとともに、農業所得の向上を目指しています。 

久万高原農業指導班では、品種比較や高温時の育苗方法などを検証し、栽培講習会を重ね

るとともに、売上アップに向けた専用シール、ポップの作成などに取り組みました。 

◆主な成果 栽培者は 62名、延べ栽培面積は 27ａとなり、６～11月の売上は 557千円（約

5,500袋）と 28年度の約 13倍となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【地域農業情報－③】  

「甘平」の高品質安定生産を目指して 
～隔年結果・裂果軽減対策の取組み～ 

 
県オリジナル品種「甘平」は、濃厚な甘みとシャキ

ッとした独特の食感で、市場や消費者から高く評価さ

れ、作付面積が増加していますが、隔年結果や裂果の

発生等が大きな課題となっています。 

このため、高品質安定生産に向け「遮光処理・マル

ドリ設置」や「大枝別交互結実」の実証圃を設置し、

課題解決に取り組んでいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講習会で播種方法を実演 夏場でも順調に生育 直売所での販売状況と専用シール 

遮光区 マルドリ区 

着果する枝 着果しない枝 

遮光処理・マルドリ設置の実証圃 隔年結果防止のための大枝別交互結実試験 
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【地域農業情報－④】 

女性の活躍を応援しています！ 
～女性は農業や地域の活性化、６次産業化等の担い手として期待されています～ 

 

○松山地区 
３地域で農業女子会を立ち上げ、若手女性農業者を対象に栽培技術や経営管理等の勉強会

を実施しています。 

  

 

 

○伊予地区 
就農まもない若い女性農業者や認定農業者のパートナーを対象とした研修会や交流活動の

実施を通じて女性が活躍できる環境づくりを進めています。 

 

 

 

 

○久万高原地区 
夫婦で一緒に就農する方が増加していることから、女性の経営参画をスムーズに進めるた

め農業機械の利用や女性目線でのＰＲ活動など様々な支援を展開しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

力をあわせて東温の農業を支

えます！（東温農業女子会） 

表計算ソフトを使って販売管理
や経営分析に挑戦！ 

 

病害虫講習（中島） 

松前町内のイベントで農産物
や「はだか麦カレー」を販売 

環境にやさしい病害虫防除法に
ついて研修（中島農業女子会） 

伊予柑の摘果講習 
（興居島農業女子会） 

プロのデザイナーを講師に農
産物のポップづくり 

刈払機の安全利用講習 実際に刈払機を使って水田畦
畔の草刈りを実施 

豪雨災害の被災地（大洲）にト
マトジュースを寄贈する夫婦 

復旧したモノレール 
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【地域農業情報－⑤】 

「農福連携」を進めています！ 
～可能性が広がる福祉事業所との連携～ 

 

農業における労働力不足の解消と障がい者の自立支援の両立を目指して、農業者と福祉事

業者をマッチングするなど、労働力確保の仕組みづくりに取り組んでいます。 

◆主な成果 これまでブルーベリー選別、伊予柑収穫・運搬、タマネギ苗植付けなど 13例

の農作業支援を実施し、作業を細分化することで福祉事業所の利用者が農作業

の担い手となれることが確認できました。 

 

 

 

 

 
 

【地域農業情報－⑥】 

愛媛 CATVで中予の農業をＰＲしています！ 
 

（株)愛媛ＣＡＴＶと連携して「キラキラ農業！大好きえひめ」を昨年７月から月１本のペー

スで制作・放送しています。３人の新規採用職員が農業や生産者の魅力を引き出し、これま

で紅まどんな、さくらひめ、中山栗、久万高原のトマト等９品目を紹介しました。 

放送終了後の動画は、Youtubeで閲覧できます。ぜひ、ご覧ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的にＪＡや地方局などの
担当者が集まり、農福連携の推
進策を協議 

施設利用者に急傾斜地で
伊予柑の運搬方法を指導 

ブルーベリーの選別・調整作業 

キラキラ農業 愛媛 

撮影の様子 
（キウイフルーツ・中山） 

レポーターを務める新採職員 

 
私たちが農業の魅力を 

お伝えします！ 
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【地域農業情報－⑦】 

新たな組織体制で出口対策を強化！ 
～生産振興から出口戦略まで一貫した普及活動に取り組んでいます～ 

 
 平成 30年 4月の組織改編で、中予地方局産業振興内に産地戦略推進室を創設し、農産物等

の販売促進に向けた取組みを強化しました。 
 

◆「さくらひめの郷」から、しあわせを届けます！ 
 東温市商工会女性部は、東温市を「さくらひ

めの郷」として地域を盛り上げようと、さくら

ひめの生産者と連携し、花束や花かごを届ける

「とうおんしあわせ便」に取り組んでいます。 

本年度の第１弾はクリスマスシーズンの 12 

月に実施し、第２弾は卒業式シーズンの３月に

予定しています。 

利用者からは大好評で、地方局としても本県

オリジナルの特産花きとして生産拡大を図ると

ともに、さくらひめのブランド化を進めてまい

ります。 

 

◆県内唯一、温室みかんの海外輸出 
 人口減少による国内市場の縮小や TPP 協定等の国

際環境の変化などに的確に対応して産地間競争に打

ち勝っていくためには、これまで以上に高品質化やブ

ランド化を追求するとともに、海外への販売拡大にも

戦略的に取り組む必要があります。 

そこで、品質も良く国内でも評価の高いＪ

Ａえひめ中央の温室みかんの台湾輸出を本

庁ブランド戦略課と連携して支援しました。 

30年産の温室みかん約 3.6ｔを昨年 9月に

輸出し、中秋節に合わせたプロモーションを

行うことで、海外における愛媛かんきつのブランド定着に

取り組みました。 

 

◆なかじまサーモン（仮称）で地域を元気に！ 
 松山市の上怒和地区（旧中島町の怒和島）では、新

鮮なご当地サーモンを消費者に届けようと、管内初の

試みとしてサーモンの試験養殖を行っています。 

 このサーモンは、伊予柑オイルを添加した餌を与え

ることで、「かんきつの風味が爽やかに香る」のが特

徴です。 

昨年 12 月に実施したサーモン加工品の試食販売イ

ベントでは、用意した伊予柑風味の干物、パエリアの

素をはじめ全ての商品が完売するなど大変好評で、高

齢化や人口減少が進む離島の新たな産業資源として、

地元の活性化に繋がることが期待されています。 

台湾の高級スーパーでの販促 

中予地方局長に第１便を贈呈 

松前町の大型商業施設での試食販売
イベント 
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【お知らせ情報】                        

県育成品種「ひめの凜」「さくらひめ」「紅い雫」作りませんか 
～高品質安定生産で「儲かる農業」の実現を～ 

  

【ひめの凜】 

 県が育成した水稲で、高温登熟条

件下でも品質のよい良食味の中生の

うるち系統です。‘ヒノヒカリ’に比

べ、収量性は高く、耐倒伏性は同程

度、出穂期・成熟期はやや遅いとい

った特徴があります。 

 31年産から一般栽培がスタート

しますが、美味しい米づくりに意欲

あふれる方を栽培者として認定し、

食味分析も行い「美味しさ」に基づ

きランク分けするなど、消費者の信頼も得ながらブランド力を高めていくこととしています。 
 
 

【さくらひめ】 

県が育成したシネンシス系のデルフィニ

ウムで、花色のピンクが濃く鮮やで、一枝の

花数が多いのが特徴です。 

12 月のクリスマスから６月のブライダル

シーズンまで年３回の収穫が可能で、「希望」

「可憐な乙女」の花言葉のように様々な場面

で華やいだ雰囲気にしてくれる切花です。 

また、鉢物としての栽培にも取り組み、需

要の多い花の一つとなっています。 
 

 
 

【紅い雫】 

県が育成したいちごで、果実全体が赤く、

雫のような美しい果形で、糖度が高く酸味

もある濃厚な味わいが特徴です。 

 花芽の分化が極めて良好で収穫開始時

期も早く、長期出荷が可能で、土壌病害（萎

黄病）にも強いといったメリットがありま

す。 

 現在、中予管内では約２ha栽培されてお

り、今後も栽培面積や販路の拡大が期待さ

れています。 
 

 


